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研究成果の概要（和文）：本研究では、要介護高齢者において高い社会的機能を有していたり孤食がないこと
は、低い重度化リスクと関連することを示し、要介護認定を受けた後でも豊かな社会的関係性を維持することの
重要性を示唆した。また地域環境要因としての高齢者にやさしいまち（AFC）の評価尺度を構築し、個人の関係
性だけでなく地域社会づくりの重要性も示し、加えて要介護高齢者の新規コホートの構築を行い、本領域におけ
る研究推進のための基盤づくりを行った。

研究成果の概要（英文）：This study revealed that having a high level of social functioning and 
eating together were associated with a lower risk of functional decline among older adults with 
long-term care needs, suggesting the importance of maintaining rich social relationships in this 
population. Additionally, the assessment scale of Age-Friendly Cities (AFC) as community 
environmental factor of older adults with disabilities was established, which showed the necessity 
of community development. Furthermore, we constructed a new cohort baseline data of older adults 
under long-term care and build a foundation for research promotion in this field.

研究分野： 衛生学および公衆衛生学分野関連:実験系を含まない
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では介護保険制度の開始以降、要介護高齢者数は急増していることから、制度の持続的な運用の観点からも
要介護の重度化予防の推進が急務となっている。重度化予防については社会関係や環境要因についてのエビデン
スは乏しく、本研究を通じて要介護認定を受けた後でも、豊かな社会関係を維持し要介護高齢者を取り巻く社会
環境整備を行う必要性を示唆した。また本領域の研究推進のために一次データの取得から新規コホートの構築も
行い、今後の分析を通じてさらなるエビデンス構築に繋げることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
要介護高齢者の「重度化予防」が社会的課題になっている。介護保険制度が開始した 2000 年

から要介護認定者は増え続け、2019 年には 659 万人に上った。特に、軽度要介護者は増加の割
合が大きく、増え続ける社会保障費の抑制と介護保険制度の持続的な運用のために、要介護の重
度化予防の推進が政策的にも必要とされている。 
 高齢者の健康に対し、豊かな社会的関係性がもたらす役割が明らかになりつつある。社会的孤
立は要介護や死亡のリスクとなり、豊かな社会関係は認知症や要介護リスクを抑制する。しかし、
在宅介護を受ける要介護高齢者の「重度化予防」に対する社会的関係性の意義は十分に明らかで
ない。これまで高齢者の健康について社会的関係性を扱った研究の多くは、健常高齢者のみを対
象としているものがほとんどである。また、要介護高齢者の重度化に関しては、個人の身体機能
や介護サービス利用の検討に留まり、社会的要因についての報告は乏しい。要介護高齢者におい
ても社会的関係性は QOL の基盤要因であり、その重要性が示唆されているものの、介護度の重
度化や死亡といったハードアウトカムへの影響については十分に検討がなされていない。生活
範囲が狭小化しつつある要介護高齢者は、地域社会から切り離される傾向にあり、地域への帰属
意識の喪失は要介護度の重度化に大きく関わっている可能性がある。 
 また、世界的に Age-Friendly Cities/Communities（AFC：高齢者にやさしいまち）が推進さ
れ（World Health Organization, 2023）、健常高齢者だけでなく、介護や介助が必要な高齢者で
あっても、社会参加でき、孤立しない地域づくりが求められている。要介護高齢者の豊かな社会
関係と重度化予防に資する地域社会の環境として AFC の構築とその効果検証が期待される。し
かし、国際的にも地域レベルで AFC 評価ツールは限られており、日本では構築されていない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、第一に、在宅介護を受ける要介護高齢者を対象に要介護の重度化予防に対する社

会的関係性の影響を明らかにすることを目的とし、既存の縦断データの二次解析を通じて検討
することを行った。また第二に、高齢者の健康・幸福や重度化予防に資する環境要因としての
AFC の影響を評価すべく、日本において使用可能な AFC 評価尺度の開発とその妥当性検証を
行った。第三に、一次データ収集も併せた要介護高齢者のデータ構築についても実施し、今後縦
断的に検証可能な新しいコホート構築を行った。 
 
 
３．研究の方法 
（１）要介護高齢者における社会関係性と重度化の関連の検討 
 既存データとして日米 LTCI 研究会東京・秋田調査の二次利用を行った。本データは、2003
年をベースラインとし、東京（葛飾）および秋田（大館）において地域在住の要介護認定を受け
た高齢者を対象にした訪問面接調査である。追跡調査として 2005 年、2007 年に同様に訪問面
接調査が実施され、要介護者本人または介護者等の回答から要介護度などの予後状況を追跡可
能である。本データを用いて、①社会的機能および②孤食（一人で食事をとる）による要介護の
重度化（要介護度の進展、死亡、施設入所）への影響を検討した。①社会的機能は、老健式活動
能力指標の社会的役割の下位尺度を使用した（Koyano W, Archives of Gerontology and 
Geriatrics. 1991）。本尺度は、友人関係、情緒的サポート提供、手段的サポート提供、世代間交
流の 4 項目から成り、0-4 点で得点化された（点数が高いほど社会的機能が高い）。②孤食は、
「一人で食事をすることが多いか」（はい・いいえ）の質問項目を使用した。 
 ①社会的機能に関する検討では、ベースライン時にて要支援～要介護 1 の軽度要介護者を対
象として、2 年後の追跡調査において要介護 2 以上の認定、死亡、または入所のいずれかの発生
を要介護の重度化と定義し、ロジスティック回帰分析により解析を行った。②孤食に関する検討
では、ベースライン時にて要支援～要介護 4 の認定を受けている者を対象とし、2 年後、4 年後
の追跡調査時での要介護度 1 ランク以上の進展、死亡、または入所のいずれかの発生と定義し、
混合効果モデルにより解析を行った。 
 
（２）AFC 評価尺度の構築 
 日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study：JAGES）の 2016 年およ
び 2019 年の調査データを用いた。まず、AFC 尺度の構築のために、World Health Organization 
(WHO)の示す AFC コア指標の 8 領域に沿って、調査項目から合計 23 の候補項目を選択した。
2016 年および 2019 年調査いずれも調査該当エリアであった 17 市町村における計 61 地域（学
校区）の 45503 人（2016 年）および 39313 人（2019 年）を対象に、各候補項目について学校
区ごとに回答を集計し、地域レベルのスコアとした。探索的因子分析により、因子的構造を検討
した後、2016 年と 2019 年の各因子のドメインスコアについて相関分析を行った。また、2016
年調査データにおける 82611 人とその居住地の 145 地域を対象に、AFC の影響指標である健康
と幸福（主観的健康感、幸福感、抑うつ、機能的健康）に対して、エコロジカル分析およびマル
チレベル分析から、健康・幸福に対する AFC 尺度の併存的妥当性を検討した。 
 
（３）要介護高齢者の新規コホートの構築 



 2 つの新規コホート構築のための一次データ収集を行った。①軽度要介護高齢者の新規コホー
トとして、愛知県知多北部 4 市町にて、要支援～要介護 1 の軽度認定を受けた高齢者とその家
族を対象に、郵送および対面調査を実施した。②自治体が実施する在宅介護実態調査の枠組みを
利用し（在宅ケアとくらしの調査）、15 の市町村を対象に、要支援 1～要介護 5 の高齢者とその
家族介護者に郵送調査を実施した。 
 
 
４．研究成果 
（１）要介護高齢者における社会関係性と重度化の関連の検討 
 ①社会的機能に関する検討において、最終的に 281 人が解析対象となった。多変量解析の結
果、社会的機能スコアが高いほど重度化の発生率が低くなり、3 点以上では有意に低かった（1
点：OR=0.85 [95% CI=0.42-1.70], P=0.642；2 点：OR=0.42 [95% CI=0.19-0.94], P=0.036；
OR=0.44 [95% CI=0.20-0.99], P=0.048；傾向 P=0.018）。また社会的機能スコアの項目別では、
友人関係が低い重度化発生率と関連した（OR=0.38 [95% CI=0.19-0.78], P=0.009）。以上の結果
は、Archives of Gerontology and Geriatrics にて原著論文として報告した（Noguchi T, et al., 
Archives of Gerontology and Geriatrics. 2022）。 
 ②孤食に関する検討においては、最終的に 680 人が解析対象となった。多変量解析の結果、
孤食は、死亡、入所の発生率とは関連性を示さなかったが、要介護度の進展が有意に高かった。
本結果は、老年社会科学において総説論文の中で結果を公表した（野口, 老年社会科学. 2023）。 
 
（２）AFC 評価尺度の構築 
 最終的に、17 項目、3 因子から成る AFC 評価尺度が構築された。3 因子は、①物理的環境（バ
リアフリーな屋外環境や建造物、移動資源へのアクセス性）、②社会参加（地域グループへの参
加、ボランティア、情報利用）、③社会的包摂（高齢者への尊重と包摂性、認知症にやさしいま
ち）として特定された（それぞれクロンバック α=0.82、0.78、0.86）。2016 年と 2019 年では高
い相関が得られ（r=0.71-0.79）、テスト・再テスト信頼性が確認された。また、エコロジカル・
マルチレベル分析を通じて、①物理的環境は機能的健康と、②社会参加は抑うつと機能的健康と、
③社会的包摂は幸福感と関連し、健康・幸福指標に対する併存的妥当性が確認された。これらの
結果は現在国際誌に原著論文として投稿中である。 
 
（３）要介護高齢者の新規コホートの構築 
①軽度要介護高齢者のコホートとして、郵送調査に 614 人の参加が、対面調査に 81 人（およ

び 42 人の家族）の参加があり、ベースラインデータを取得することができた。2024 年度もひき
つづき調査を実施しベースラインデータの構築を行う予定である。 
②在宅ケアとくらしの調査については、2022 年度にて調査を実施し、合計で 3351 世帯から

の回答が得られ、要介護者と家族のペアでのデータ構築を行うことができた。本調査については、
今後の追跡調査および要介護認定データとの突合からの転帰データの構築を通じて、縦断デー
タを構築していく予定である。 
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